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目的 

Scherer（1984, 2001）の要素処理説によると，嫌悪という同

一カテゴリに分類される感情についても，その喚起刺激の種

類により，感情体験や表情の特徴に変動があることが考えら

れる。そこで，本研究では，異なる嫌悪喚起場面において喚

起される感情と表情の特徴を，筋電図による表情筋の測定に

よって，探索的に分析し，検討することを目的とした。快感

情喚起時には大頬骨筋の活動が，不快感情喚起時には皺眉筋

の活動が増加することが知られているため（Cacioppo, Petty, 

& Tassinary, 1989），皺眉筋と大頬骨筋の活動に焦点を当てた。 

方法 

対象者 女子大学生 33 名（平均年齢 18.67 歳，SD = 0.82）。 

材料・装置 PowerPoint を用いて，特定の感情を喚起する

と想定された 8 つの場面説明文（6 つの嫌悪と 2 つの喜び場

面の説明文）と 4 つの表情写真（嫌悪と喜び表情の写真，2

つの中立表情写真）を提示した。皺眉筋と大頬骨筋の活動の

測定には Polymate Mini AP108 と皿電極を用いた。 

手続き 課題として，場面説明文あるいは表情写真に対し，

それぞれの場面でどのような表情をするか，どのような感情を体

験するかについて，演技と回答を求めた。課題は，2 ブロックの

練習試行（喜び場面説明文と中立表情写真）と 10 ブロック

の実験試行から構成されていた。 

結果の処理 実験参加者が表情を演じる 6秒間を処理の対

象とした。サンプリング周波数は 500Hz であった。結果の分

析は，皺眉筋と大頬骨筋の筋電図積分値の平均値を算出し，

場面説明文と表情写真について，それぞれ中立表情写真を基

準とし，基準との比を求めることによって行われた。 

結果 

場面説明文 Rozin, Haidt, & McCauley (1993) による分類

に基づき，場面説明文により喚起された嫌悪のうち 3つを「コ

ア嫌悪」，残り 3 つを「道徳嫌悪」とした。場面説明文による

感情喚起時の 2 種類の筋活動を Figure 1 に示す。表情場面文

における筋電図積分値について表情筋（2）×嫌悪カテゴリ（2）

の 2 要因分散分析を行ったところ，表情筋の主効果が有意で

あり（F (1, 32) = 9.57, p < .05），大頬骨筋よりも皺眉筋の活動

が大きく見られた。また，嫌悪カテゴリの主効果が有意であ

り（F (1, 32) = 23.73, p < .05），道徳嫌悪よりもコア嫌悪で筋

活動が大きく見られた。 

表情写真 表情写真による感情喚起時の 2種類の筋活動を

Figure 2 に示す。表情写真における筋電図積分値について表

情筋（2）×表情カテゴリ（3）の 2 要因分散分析を行ったと

ころ，交互作用のみ有意であった（F (1, 32) = 6.34, p < .05）。

多重比較を行ったところ，喜び表情よりも嫌悪表情に対して

皺眉筋の活動が大きく見られた。 

 

Figure 1. 場面説明文による感情喚起時の 2 種類の筋活動

 

Figure 2. 表情写真による感情喚起時の 2 種類の筋活動 

考察 

場面説明文に関する結果から，嫌悪喚起時には，大頬骨筋より

も皺眉筋の活動が大きいことが示された。この結果は，先行研究

の知見と一貫している（Cacioppo et al., 1989）。さらに，道徳嫌悪

よりもコア嫌悪に対して表情筋活動が大きいことが示された。こ

の結果は，嫌悪対象の属性が道徳嫌悪場面では非物理的であるの

に対し，コア嫌悪場面では物理的であり，嫌悪感情がより反映さ

れやすかっためであると考えられる。 

表情写真については，喜び表情よりも嫌悪表情に対して皺眉筋

の活動が大きく見られることが示された。この結果が表情模倣に

よるものであったかどうかは，初期の表情反応について検討され

ていないため不明である。喜び表情に対する大頬骨筋の活動がよ

り大きく見られなかったことについては，喜び表情に対する反応

として「嬉しい」や「楽しい」などのポジティブなものと，「恐怖」

や「不安」などのネガティブなものとがあったためであると考え

られる。 
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